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社会関係資本と日本企業
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あらまし 社会関係資本の考え方の基本は，協力関係に価値を見いだすことであり，人的ネットワークとの親和性の高い

概念である．企業においては知識創造への貢献が高いと考えられる．知識創造には閉鎖型ネットワークだけではなく，橋

渡し型ネットワークも必要である．イノベーション力を高めたい日本企業にとっては，とくに橋渡し型ネットワークの構

築が求められる．
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1. は じ め に

人びとの間の協力関係は，メンバー個人にとっても，所

属集団そのものにとって価値をもたらしている．こうした

協力関係を社会関係資本 (social capital)という１つの資本

として捉える考え方がある．とくに創造的活動では，関与

する人びとの間に積極的に協力しようという意欲が不可欠

であり，豊富な社会関係資本が必要だといえるだろう．企

業においては，この社会関係資本が人的資本，物的資本，あ

るいは財務資本といった経営資源と同様に企業業績を向上

させると期待される．

社会関係資本の分析では経済や経営の面で，以下の効果

が見いだされている 1)．

•キャリアの成功に影響する．
•仕事探しを支援する．
•製品イノベーション，知的資本の創造，
そして CFT(組織横断チーム)の有効性に貢献する．

•離職率を引き下げ，起業家精神を高揚させる.

•供給関係，地域の生産ネットワーク，
そして企業間学習を強化する.

2. 社会関係資本とは

Coleman4) は社会関係資本について，それが存在しなけ

れば不可能であるような，ある種の目的の達成を可能とす

る生産的な社会的関係の一側面であり，他の形態の資本と

は異なり，人々の間の関係の構造に内在するもので，個人

や生産の物理的装備に備わっているものではないとしてい
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る．Putnam10)11)は協調的行動を容易にすることにより社

会の効率を改善しうる信頼，規範，ネットワークのような

社会的組織の特徴としている．いずれも，人びとのネット

ワークや協力あるいは信頼に注目し，個人，集団，あるい

は社会への好ましい効果を指摘している．

社会関係資本は人びとの間のネットワークについて発生

し，こうしたネットワークには２つの種類があると指摘さ

れている．一つは閉鎖型ネットワークであり，同一のメン

バーとの固定的な継続関係をベースにしている．こうした

閉鎖型ネットワークから得られる資本は，結合型社会関係

資本と呼ばれ，相互作用から生まれる信頼関係や規範を通

じて相互協力が引き出される．結合型社会関係資本には 3

つの次元があるとされ，閉鎖型なネットワークの形態は結

合的次元，形成される信頼関係は関係的次元，規範や共有

される文化は認知的次元である 7)8)12)．

もう一つは橋渡し型ネットワークであり，冗長性のない

他者とのつながりが価値ある新しい情報をもたらすという

ものである．Granovetter5)は，職探しにおいて良い情報を

もたらす人は，決して親しい人ではなく単なる知人である

ことを指摘した．通常は出会うことのないグループや個人

を橋渡しすることによって，新奇な情報へのアクセスが提

供される．橋渡し型社会関係資本は，こうしたネットワー

クを通じて生じるものであり，誰と結びついているか，あ

るいは結びつく可能性があるかという結合的次元が考察対

象となる．

橋渡し型ネットワークの価値は冗長性のない紐帯をどう

確保するかに依存している 2)．集団間の結合が比較的弱く

なっている部分には，社会構造における空隙がある．こう

した構造的空隙 (structural hole)は，その空隙に橋を架け

るような関係をもっている主体に，競争上有利な状態をも

たらす．構造的空隙は，冗長ではない (nonredundant)複

数の情報源の間を分断するかたちで存在しており，こうし
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た複数の情報源は互いに重複していないので，それぞれ別

の情報をもたらす可能性が高い．

冗長性を示す指標には凝集性と同値性の２つがある．凝

集的な接触者たちは (強く結合しているもの同士)は，既に

知られている同一の情報をもたらしやすい．また，構造的

に同値の接触相手 (同一の第三者へと取り次いでくれる複

数の接触相手)は，情報源が同じなので，結局は冗長な情

報を供していることになる．

3. 知識創造と社会関係資本

知識には暗黙知と形式知の 2つがあるとされる 9)．こう

した暗黙知と形式知の交換と移転のプロセスにおいて考慮

すべき課題は，暗黙知をいかにして伝達するかである．知

識創造は暗黙知の結合と交換に大きく依存していて，そこ

では直接の相互作用が求められる 6)．暗黙知の伝達には閉

鎖型ネットワークが不可欠といえるだろう．

Tsai and Goshal12)は，社会関係資本の構造的，関係的，

認知的の次元と，資源交換および製品イノベーションとの

関係について研究した．構造的次元の相互作用と関係的次

元の信頼は，事業間の資源交換の程度において有意に相関

し，製品開発に正で有意な効果を与えると述べている．複

雑で暗黙的な知識の移転や交換には，信頼関係の醸成が必

要であり，社会関係資本の関係的次元に関わる．よって豊

富な結合的社会関係資本が必要になる．

ただし，閉鎖型ネットワークは冗長性が高いので次第に

マンネリ化し，ユニークな視点の確保が難しくなる．新奇

な情報や知識をもたらす橋渡し型ネットワークを同時に構

築することが必要になるとされる 3)．

4. 日本経済と社会関係資本

1990年代にバブル経済が崩壊してから約 20年が経過し

た．基調として日本経済の低迷が続いている．グローバル

化などの大きな環境変化のなかで，日本企業の問題解決能

力や知識創造力が低下してきたのだろうか．1980年代にも

てはやされた日本的経営はすっかり色褪せたようにみえる．

日本企業は集団内の緊密な調整を用いて，現場を中心に

生じる問題を解決してきた．まさに閉鎖型ネットワークを

上手に活用してきたといえるだろう．そして，この点が日

本的経営として評価されてきた．しかし，社会関係資本の

源泉である閉鎖型ネットワークは，閉鎖的ゆえの問題を生

じさせる．所属集団の仲間と良好な関係を維持したいと思

うあまり，組織全体に求められているものがみえなくなる．

組織内の一部の集団の人びととだけ濃密な関係を築き交

流しあえば，当該集団には規範が形成されることになる．

ところが，この規範が組織全体の目標と整合的であるとは

限らない．集団外部への強力な敵対意識を醸成する規範に

なっているかもしれない．

閉鎖型ネットワークへの過度の依存によって，組織に必要

な合理性とは異なった状況が生じている可能性が高い．こ

うした社会関係資本の負の部分が日本企業の知識創造を停

滞させているのではないだろうか．内向きの規範を取り除

くには，組織内外への橋渡し型ネットワークの構築が急務

であると思われる．
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